
品目 点数 前回比 平均単価 品目 点数 前回比 平均単価

1 とうもろこし 3,667 ↗ 309 1 ブルーベリー 272 ↗ 312

2 きゅうり 1,966 ↗ 115 2 もも 171 ↗ 525

3 なす 1,589 ↗ 166 3 メロン 76 ↑ 348

4 ピーマン 1,540 ↗ 123 4 その他果実 33 ↑ 295

5 おくら 1,361 ↗ 119 5 いちじく 7 ↑ 536

6 ミニトマト 1,122 ↗ 166

7 トマト 1,072 ↗ 218 品目 点数 前回比 平均単価

8 青ねぎ 1,003 ↗ 115 1 野菜苗きゅうり 154 ↗ 95

9 アスパラガス 809 ↗ 202 2 小菊切花 153 ↑ 174

10 枝豆 718 ↗ 226 3 その他切花 125 ↘ 212

11 小松菜 670 ↗ 90 4 野菜苗キャベツ 86 ↑ 50

12 ズッキーニ 648 ↘ 112 5 アスター切り花 71 ↑ 227

13 玉ねぎ 599 ↗ 191

14 人参 534 ↗ 132 品目 点数 前回比 平均単価

15 チンゲンサイ 469 ↗ 114 1 惣菜 1,224 ↗ 338

16 ゴーヤ 465 ↑ 134 2 菓子 735 ↗ 338

17 キャベツ 437 ↘ 122 3 寿司 698 ↗ 573

18 長なす 404 ↑ 237 4 米粉パン 548 ↗ 250

19 赤しそ 332 → 332 5 その他加工品 442 ↗ 432

20 にんにく 325 ↑ 241 6 かしわもち 313 ↑ 498

日 曜日 客数（人） 売上（千円）

14 月 432 746

15 火 484 982

16 水 520 947

17 木 500 1,032

18 金 581 1,001

19 土 895 1,658

20 日 1,068 1,942

・きゅうり ・人参

・トマト ・かぼちゃ

・小菊

・ダイコン ・ブドウ ・梨 ・梨

・ミニトマト ・スプレー菊

・とうもろこし

・オクラ

・南瓜

・みょうが

・枝豆

・スプレー菊

2025年7月23日

期間売上上位品目（7月11日～7月20日）

野菜 果樹物 各産直市店長より

JAひろしま　広島北部地域　営農経済センター　営農販売課

（べジパーク安芸高田）
・いつも出荷いただきありがとうございます。
いよいよ夏本番ですね。子供たちは夏休みにな
り、店内がにぎやかになっています。
野菜は、トマトやゴーヤ・冬瓜・オクラ・カボチャな
どの夏野菜が毎日並ぶようになりました。またトウ
モロコシやミニトマトの種類は豊富に出荷いただ
いています。
8月3日（日）は道の駅での夏祭りを計画していま
す。恒例のスイカの重量コンテストを企画していま
すので、スイカを栽培されている生産者さんで、
食べごろで大きなスイカがありましたら、コンテス
トに出品していただければ嬉しいです。たくさんの
出品をお待ちしております。

　　　　　　　　　ベジパーク安芸高田　店長　谷川

花き・苗物

（八千代産直市場）

・いつも八千代産直市場への出荷誠にありが
とうございます。

夏休みに入り、ファミリー層のお客様も増えて
きています。
夏野菜全般が多く並び良く売れています。葉
物がかなり少ない状況です。
猛暑が続いており熱中症の危険もある中で
の作業になっておられることと存じます。くれ
ぐれもご自愛のほどお願い申し上げます。
　

　　　　　　　　　八千代産直市場　店長　王路

加工品その他

８月３日（日）道の駅「三矢の里あきたかた」で夏祭りイベントを開催します。
ベジパーク安芸高田では恒例のスイカ重量コンテストの企画をしています。
たくさんの農産物の出荷をよろしくお願いします。

※前回比は前回の売上点数との上下を示しています。なお、　は点数増加、

　　　は点数減少、　 はランク外からの売上上位進出。

産直市からのお知らせ

ベジパーク安芸高田　日別実績
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７月 ８月 ９月

・とうもろこし

・菊

・トマト

・きゅうり（盆前）

・花全般

・ブドウ

※出荷される前にバーコードシールの確認をしていただきますようお願いいたします。
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・９月は湿気も多く、病害虫も大変
発生しやすい時期です。病気にな
る前に予防してください。
・果菜類をより長く持たせるために
葉っぱの剪定や肥料・病害虫の
防除をお願いします。

・８月は産直市の１年間の中で１番売り
上げが多い月です。特に盆になると商
品が不足しますので多くの出荷をお願
いします。

・野菜の収穫量が多くなってきます。作物
を元気に保つためにも、追肥を定期的に
行いましょう。毎日多く収穫するきゅうりな
どは、少なくとも週に１回は追肥しましょ
う。

広島北部地域産直市ニュース


